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はじめに

公的年金制度は「世代と世代の支え合い」と言われるように、広く世代・年齢、地
域・職域を越えた社会連帯の下に成立しており、これはいかなる制度設計の下でも普
遍的なものであります。
公的年金制度の運営に当たる日本年金機構にとって、地域、教育、企業の中での年

金制度の周知、理解、支援のネットワークの再生・再構築が喫緊の課題であり、年金
制度に対する理解をより深め、制度加入や保険料納付に結び付けるため、それぞれの
地域に根差した「地域における年金運営の展開に関する事業」（呼称：地域年金展開
事業）を実施しております。

これまでは、サービスの観点から「年金制度の普及・啓発活動を行う」ことを主眼
として、年金広報および年金教育を中心に取り組みを進めてまいりましたが、事業実
績の向上を目指し、令和７年度においては、①基幹事業の推進につながる施策（基幹
業務推進活動）を強化しつつ、同活動について本部・拠点で一体となった組織的・戦
略的な取り組みを推進するとともに、②従来からの普及・啓発活動を含め、年金委員
や関係機関・団体との連携を強化し、効率的かつ効果的な取り組みを推進してまいり
ます。
引き続きご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議



地域年金展開事業の主な取り組み
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言
を行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制度
説明会を実施。

・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周
知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、
配付の依頼等。

年金セミナー事業

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役
場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

《本来の取り組み内容》
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１．地域年金展開事業の概要（2/2）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議
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１．地域連携事業・地域相談事業（市町村・公共機関への対応）

事業名 実施した事項 実施状況

地域連携事業
・地域相談事業

（市町村・公共機関
への対応）

①市町村広報誌等による周知・啓発
各市町村の広報誌に年金制度に関する記事を掲載

②市町村国民年金新任担当者への研修会 ※（ ）は参加人数

秋田年金事務所：5/22（9名）、6/5（6名）
12/19（5名）、1/16（7名）

鷹巣年金事務所：5/30（31名）、8/24（1名）
2/13（7名）、2/14（4名）

大曲年金事務所：4/19～20（3名）、4/26（3名）
12/20（14名）午前・午後

本荘年金事務所：5/22（2名）午前・午後

③市町村における出張年金相談
秋田年金事務所：男鹿市役所（令和７年度から中止）
鷹巣年金事務所：能代市役所・大館市役所・鹿角市役所
大曲年金事務所：横手市役所・湯沢市役所

④ハローワーク主催の雇用保険制度説明会への参加
秋田年金事務所：毎週火・木曜日 実施
本荘年金事務所：毎週水曜日 実施
鷹巣年金事務所・大曲年金事務所 実施なし

⑤民生児童委員への研修会（大曲年金事務所）
美郷町民生児童委員協議会仙南支部：7/17（28名）
美郷町民生児童委員協議会千畑支部：9/10（25名）
仙北市民生児童委員協議会：10/24（80名）
美郷町民生児童委員協議会六郷支部：11/13（18名）

市町村国民年金新任担当者への研修会は、上
期、下期に計画的に実施しています。

現在は、各市から要望もあり出張年金相談を
実施しているものの、今後についてはＩＴを
活用したオンラインでの年金相談を含め検討
する必要があります。

コロナ禍の影響で中断していたハローワーク
での雇用保険制度説明会について令和5年度か
ら秋田年金事務所で再開しています。

他の事業も含め公共機関との連携を図りなが
ら可能な対応を進めていきます。

地域年金展開事業の主な取り組み

２．令和6年度事業実施結果（1/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議
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２．令和6年度事業実施結果（2/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

事業名 実施した事項 実施状況

地域連携事業
（事業所等への
取り組み）

①一般財団法人秋田県社会保険協会の広報誌
「社会保険あきた」への記事提供

②一般財団法人秋田県社会保険協会主催の社会保険事務説
明会への講師派遣 ※（ ）は参加人数

秋田年金事務所 ：8/7（25名）、12/12（45名）
鷹巣年金事務所 ：7/16（45名）、11/19（21名）
大曲年金事務所 ：7/18（13名）、7/23（14名）、11/13（33名）
本荘年金事務所 ：7/26（4名）、11/12（10名）

③社会保険委員会支部研修会への講師派遣 ※（ ）は参加人数

秋田年金事務所 ：7/10（80名）、2/4（120名）
鷹巣年金事務所 ：5/31（30名）、6/28（20名）
大曲年金事務所 ：6/14（41名）、3/19（30名）
本荘年金事務所 ：7/12（50名）、9/6（56名）

④事業所事務説明会（オンラインでの実施）
※【 】は参加事業所数

秋田年金事務所 3/26 【47事業所】

令和5年5月以降につきましては、対面での
実施をメインに研修会等を行いました。
また、秋田年金事務所でオンラインでの事業
所説明会を実施しました。今後も対面、非対
面の双方で説明会を実施していきます。

２．地域連携事業（事業所等への取り組み）

社会保険事務説明会の様子
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２．令和6年度事業実施結果（3/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

３．年金セミナー事業（各年金事務所ごとの件数等）

事業名 実施した事項 実施状況

年金セミナー事業
（教育機関等への

実施）

1．教育機関への取り組み

①対面による開催
秋田年金事務所 ： 13校
鷹巣年金事務所 ： 4校
大曲年金事務所 ： 9校
本荘年金事務所 ： 2校

合計28校

②非対面（リモートおよびＤＶＤ視聴）による開催
秋田年金事務所 ： 0校
鷹巣年金事務所 ： 1校
大曲年金事務所 ： 3校
本荘年金事務所 ： 0校

合計 4校

2．20歳到達者への取り組み
秋田年金事務所 ： 毎月オンラインにより説明会を開催

男鹿市成人式でのチラシの配布
鷹巣年金事務所 ： 実施なし
大曲年金事務所 ： 実施なし
本荘年金事務所 ： 実施なし

年金セミナーは、対面、非対面を教育機関
の希望に沿った形で実施しました。
未実施の教育機関の開拓を行い、年金セミ
ナーの実施対象校を拡大していきます。

専門学校での対面による年金セミナーの様子



6

２．令和6年度事業実施結果（4/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

主な取り組み状況

（秋田県内における年金セミナーおよび制度説明会の実施状況）

教育機関 合計 秋田 鷹巣 大曲 本荘

年
金
セ
ミ
ナ
ー

大学・短大
専門学校

13 9 1 2 1

（649人） （524人） （27人） （55人） （43人）

高等学校
17 4 2 10 1

（1,241人） （213人） （278人） （608人） （142人）

特別支援学校
2 0 2 0 0

（78人） － （78人） － －

合計
32 13 5 12 2

（1,968人） （737人） （383人） （663人） （185人）

管内学校数
※特別支援学校含む

94 50 14 22 8

実施率（％） 34.0% 26.0% 35.7% 54.5% 25.0%

年金制度説明会
33 11 9 9 4

（1,279人） （556） （282人） （311人） （130人）

市町村研修会
15 4 4 5 2

（92人） （27人） （43人） （20人） （2人）

上段：実施件数

下段：参加人数
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２．令和6年度事業実施結果（5/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

3．年金セミナー事業（実施した教育機関名と受講人数）

実施月 高等学校 受講人数 大学等（高等学校以外） 受講人数

４月
日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字秋田短期大学
聖園学園短期大学 ８９

５月 ノースアジア大学
聖霊女子短期大学
秋田栄養短期大学

３６
４６
４０

１１月 六郷高等学校 ５６ 秋田理容美容専門学校
秋田技術専門校

３０
７８

１２月 増田高等学校
能代松陽高等学校

８９
１５９

比内支援学校 ６２

１月 新屋高等学校
秋田公立美術大学附属高等学院
秋田中央高等学校
鹿角高等学校
横手城南高等学校
横手清陵高等学校
大曲高等学校
湯沢高等学校
大曲農業高等学校 太田分校（動画視聴）

３１
３０
７８

１１９
４０

１０６
７６
１４

5

秋田リハビリテーション学院
秋田福祉専門学校
秋田衛生看護学院（動画視聴）

８０
４３
３３

２月 御所野学院高等学校
平成高等学校
羽後高等学校
湯沢翔北高等学校
角館高等学校

７４
７０
２２

１３０
１４２

能代支援学校
秋田しらかみ看護学院

１６
２７

３月 大曲技術専門校（動画視聴） ２２

１２５
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４．年金委員向け広報誌の発行

２．令和6年度事業実施結果（6/6）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

事業名 実施した事項 実施状況

年金委員
活動支援事業

①広報誌等による情報提供
地域型年金委員広報誌「支えあい」の送付
職域型年金委員広報誌「スマイル」の送付
「年金委員活動の手引き」や制度改正等にかかるリーフレットの送
付

②年金委員委嘱拡大
地域型年金委員については、市町村、社会保険労務士会等の関係
団体からのご協力を得ながら委嘱拡大を行った。
職域型年金委員については、年金委員未設置事業所への文書での勧
奨、訪問での勧奨を随時行い委嘱拡大を行った。

③全国年金委員研修会 ※（ ）は参加人数

令和6年11月11日（月）オンラインによる研修会
秋田（14人）、鷹巣（9人）、大曲（12人）、本荘（4人）

④地域型年金委員連絡会 ※（ ）は参加人数

〇全県の地域型年金委員を対象とした連絡会
令和6年6月21日（金）
秋田（19人）、鷹巣（10人）、大曲（12人）、本荘（5人）

〇各年金事務所管轄の年金委員を対象とした地区連絡会
鷹巣：令和6年11月11日（月）（9人）
大曲：令和6年8月29日（木）（17人）

令和7年2月27日（木）（17人）

年金委員に対する研修会内容の充実を図
りながら実施しました。本部開催の全国
年金委員研修に、地域型・職域型の各年
金委員1名にご参加いただきました。ま
た各年金事務所においてオンラインによ
る研修会を実施しました。あわせて「地
域型年金委員連絡会」を開催しています。

地域型年金委員
広報誌「支えあい」

職域型年金委員
広報誌「スマイル」
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3．ねんきん月間および年金の日の取り組み（1/4）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

事業名 実施した事項 実施状況

年金委員
活動支援事業

⑤年金委員・健康保険委員・事業主表彰式の実施
 令和6年11月15日（金）年金委員の長きにわたる活動の功績を
称え、功績が特に顕著と認められる方にホテルメトロポリタン
秋田で表彰状の授与を実施。

 実施にあたっては、全国健康保険協会秋田支部と共催、一般財
団法人秋田県社会保険協会より協賛いただき開催。

厚生労働大臣表彰１名
日本年金機構理事長表彰2名
日本年金機構理事表彰7名

※年金委員・健康保険委委員を対象とした研修会の実施

今年度も令和７年11月に表彰式・研修
会等の実施を予定しています。

1．年金委員表彰式

令和６年度
年金委員・健康保険委員・事業主表彰式の様子

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。
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3．ねんきん月間および年金の日の取り組み（2/4）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

2．ねんきん月間のパネル展示

実施した事項 実施状況

「ねんきん月間」の取り組み

公共施設等でのパネル展示の開催
秋田年金事務所、鷹巣年金事務所、大曲
年金事務所において「ねんきんネット」お
よび「わたしと年金」エッセイ等について、
公共の場所等をお借りしパネル展示を行い
ました。

秋田中央郵便局（秋田年金事務所） 北秋田市民ふれあいプラザコムコム（鷹巣年金事務所）

秋田駅ぽぽろーど（秋田年金事務所） Anbee大曲（大曲年金事務所）
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3．ねんきん月間および年金の日の取り組み（3/4）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

3．「わたしと年金エッセイ」・「年金ポスターコンクール」

事業名 取り組み内容 実施状況

「わたしと年
金」エッセイ

〇公的年金の大切さ、年金制度のかかわり等公
的年金制度をテーマとした「エッセイ」の募集
を通じ年金制度の周知を図る。

中学生以上を対象に公的年金を
テーマとした「わたしと年金」
エッセイを募集しました。

募集期間：令和6年9月9日（月）
まで

※ 県内：学生44作品の出品

入選作品 1点（別途）

年金ポスター
コンクール

〇全県の中学生を対象とした年金ポスターコン
クールを実施することにより年金制度の周知を
図る。

〇第4回秋田県年金ポスターコンクールを実施
募集期間：令和6年9月17日（火）まで

※ 県内9校から23作品の出品
入賞作品は次頁

NO 応募中学校名 出品数
1秋田市立泉中学校 4枚
2秋田市立秋田北中学校 1枚
3潟上市立天王南中学校 1枚
4北秋田市立鷹巣中学校 8枚
5横手市立横手南中学校 3枚
6湯沢市立稲川中学校 1枚
7大仙市立仙北中学校 2枚
8仙北市立角館中学校 2枚
9羽後町立羽後中学校 1枚

合 計 23枚
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3．ねんきん月間および年金の日の取り組み（4/4）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

第４回秋田県年金ポスターコンクール入賞作品
最優秀賞 特別賞（東北厚生局長賞）

優秀賞

横手市立横手南中学校
山下 久瑠美 さん

秋田市立泉中学校
鈴木 ちえり さん

秋田市立秋田北中学校
草彅 愛晴 さん

羽後町立羽後中学校
佐々木 夢羽 さん

秋田市立泉中学校
汐碇 奏恵 さん

審査アドバイザーからのコメント
黄色やオレンジ色のグラデーションが背景となっており、見た瞬間にポジティブなメッセージ
を感じる素敵なポスターです。イラストの線画にはオレンジ色やピンク色などを部分によって
使い分けがされていて、とても細やかですね。しっかりと繋がれた手からも、力強さや安心
感が伝わってきます。メッセージの文字には黒を使用することで、視認性が高いところも良
いポイントだと思います。周りの人物たちも可愛らしく描かれていて、見ていてとても楽しい
です。

Anbee大曲
秋田市にぎわい交流館AU

北秋田市民ふれあいプラザコムコム

優秀賞優秀賞
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４．昨年度の会議で出た意見および課題への対応
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

令和６年度秋田県地域年金事業運営調整会議での意見・要望
区分 委員からの意見・要望 運営調整会議での回答 現在の状況

地域連携事業

ハローワーク主催の雇用保険制度説明会への参加について、開
催できていない地域があるが、労働局から運営調整会議委員と
して参画してもらえれば協力いただける面がでてくるのではな
いか。

各県の状況を確認し検討したい。
東北各県の状況を確認し引き続き検討して
いています。労働局には、社会保険事務説
明会等において協力をいただいております。

その他
年金ポスターコンクールについて、令和３年度から開催され
徐々に応募作品が減少しているがどういった状況か。

年々減少しているのは事実。夏休み多くの団
体から様々な作品募集が来る中で年金を選ん
で描いてもらうのは難しいが、県庁や学校を
通じてアプローチしている。

今年度の開催について、5月に教育長、県
内の中学校に案内しております。応募〆切
を９月16日にしていますが、応募状況に
よっては学校の夏休み前に再勧奨を行いま
す。

地域相談事業
市町村における出張相談事業について、オンライン相談をぜひ
実現してほしい。

鷹巣年金事務所管内では、主要市町村との距
離があることは確かであるが、オンライン相
談の対象になり得るかは本部と検討していき
たい。

ねんきんネットオンライン文書相談を令和
７年１月から施行実施しています。サービ
ス開始時点では、多くの要望が寄せられて
いる「海外在住者」「身体等に障害があり
電話や来所による相談が難しい方」を対象
に実施しています。

年金セミナー事業
年金対話集会の勧奨をする際年金セミナーの案内もさせてもら
いたい。また年金セミナーの勧奨でも年金対話集会の案内をお
願いしたい。

大学へアプローチを行っているところである
ため、一緒にやっていきたい。

大学等への年金セミナー実施へのアプロー
チは随時行っており、先日は税務署と合同
で県立大学を訪問しました。
年金対話集会の開催も案内できればと思っ
ております。

地域連携事業
学生納付特例事務法人の指定に関する勧奨について、大学へ出
向く際事務所職員にも同行願いたい。

大学へアプローチを行っているところである
ため、一緒にやっていきたい。

学生納付特例の獲得は重要と考えており、
大学等の訪問も同行できればと考えます。
一方で電子申請を進めることが早急の課題
と感じております。
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重
点
的
取
り
組
み
事
項

基
幹
業
務
推
進
活
動

基幹業務を推進するための施策を具体化・実施

①重点的に対応する基幹業務
・オンラインサービスの推進
・外国人への適用・収納対策
②関係機関・団体との協力連携の促進
・基幹業務を支援することを目的とした協力連携を進める（新規開拓・関係強化）

普
及
・
啓
発
活
動

（１）年金の日、ねんきん月間の取り組み方針
・「こども絵画展」や「年金ポスターコンクール」を全国的に展開
・「幼稚園・保育園から小学生とその保護者を対象にした年金セミナー」を開催

（２）その他の普及・啓発活動
令和６年度までの関係機関・団体の協力関係をもとに、引き続き、リーフレットの配付や
説明会を実施

５．令和7年度の方針（1/3）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

重点テーマ
・家族で年金を考えてみる
・大人になったら（いいみらい）
・将来の夢（いいみらい）

〇令和７年度における重点取り組み事項
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５．令和7年度の方針（2/3） 令和7年7月25日（金）
秋田県地域年金事業運営調整会議

〇令和７年度における各地域年金展開事業計画

事業名 取り組み内容 具体的な活動
市区町村、自治会、
企業、関係機関・団
体等を対象とした取
り組み

○ 正しい年金制度の知識や手続、制度改
正等の最新情報を地域において周知す
るため、市区町村、自治会、企業およ
び関係機関等と連携し、地域に根付い
た情報提供活動等を実施する。

①チラシ・ポスター等の配布
②年金制度説明会の実施
・国民の皆様に対し、制度を知らないことによる不利益を生じさせないため
の情報提供を効率的に、より多くの方に実施。

・令和７年度の目標参加人数は前年度（11万人）と同程度以上を設定。

教育機関を対象とし
た取り組み

○ 高校生や大学生をはじめとする若い世
代が、年金の正しい知識や手続きに触
れ、公的年金制度が身近で重要なもの
であると理解していただき、適正な加
入や保険料納付等に結び付けるため、
教育機関と連携し、学生などの若年者
層に対して「年金セミナー」を実施す
る。

①取り組み方針
・学特や追納制度の利用に結び付けるため、大学生を対象にした年金セミ
ナーを実施。

・日本語学校の学生を対象にした年金セミナー等対象者の拡大。
・上期は新社会人セミナー、下期は「こども絵画展」等を可能な限り実施。

②年金セミナーに係る取り組み
・機構全体で令和６年度の目標１７万人から１万人増の１８万人を目指す。

年金委員を対象とし
た取り組み

○ 年金委員活動の活性化を図ることは、
政府管掌年金事業に対する国民の理解
や信頼の醸成に資する。よって機構は、
５つのテーマ（活動支援、活動要請、
委嘱拡大、情報提供、表彰）に取り組
む。

①委嘱拡大
・職域型、地域型ともにさらなる委嘱拡大を図る。

②活動要請
・令和７年度「基幹業務推進活動」の重点取り組み方針であるオンライン
サービスおよび外国人対策に係る制度周知を中心に活動要請を行う。

「ねんきん月間」
「年金の日」の取り
組み

○ 国民一人ひとりに高齢期の生活設計に
思いを巡らしていただく日として、11
月30日（いいみらい）を「年金の日」
と制定し、11月のねんきん月間は公的
年金制度の普及・啓発活動および国民
年金保険料収納対策を積極的に行うこ
ととしている。

①「ねんきん月間」「年金の日」の取り組み
・令和７年度の11月30日は日曜日となるが、全ての年金事務所は開所し、
年金相談を実施する予定。

・全ての年金事務所で年金セミナーまたは制度説明会を必ず複数回実施する
とともに、重点取り組み施策である「家族で年金を考えてみる」をテーマ
として、「こども絵画展」や「年金ポスターコンクール」を可能な限り全
国展開するとともに、幼稚園・保育園から小学生とその保護者を対象にし
た年金セミナーを開催する。
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５．令和7年度の方針（3/3）
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

〇令和７年度の各事業の実施時期等

時期 事業 具体的な活動内容

上期

6月17日 令和７年度地域型年金委員連絡会開催
地域型年金委員の組織的活動の活性化を目的として、今
後の活動方針などについて、地域型年金委員相互間の情報
共有を行う。

7月25日 令和7年度秋田県地域年金事業運営調整会議
地域に密着した公的年金制度の周知方法や納付率向上策
等について意見を交わし、事業の推進につなげる。

下期

11月上旬
ねんきん月間、年金の日イベント開催
令和７年度全国年金委員研修会開催

11月を「ねんきん月間」と位置付け、公的年金制度の普
及・啓発活動を実施する。
全国の年金委員を対象に研修を実施し、制度改正事項な
どを伝える。

11月中旬 年金委員・健康保険委員・事業主表彰式

年金委員の多年にわたる活動に対して謝意を表すととも
に、公的年金に係る事業の円滑な推進および年金委員活動
の更なる活性化を目的として、功績が特に顕著と認められ
る方に対し表彰を実施する。

通年

広報誌
広報誌「スマイル」の送付（職域型年金委員）
広報誌「支えあい」の送付（地域型年金委員）

制度改正事項などの情報を定期的に発信することで、事
業所内や自治会・地域コミュニティ等で年金委員が行う制
度周知・啓発活動の支援を行う。

年金委員
の委嘱勧奨

年金委員の委嘱を拡大し年金委員活動を活性化する
職域型：より多くの方に年金制度の周知・啓発をしてい
ただくため、事業所規模を限定しない委嘱拡大を実施する。
地域型：更なる委嘱拡大を図る。
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令和７年４月～令和７年６月

６．令和7年度事業実施結果
令和7年7月25日（金）

秋田県地域年金事業運営調整会議

秋田年金事務所 鷹巣年金事務所 大曲年金事務所 本荘年金事務所

4
月

6
月

地域連携事業

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・市町村国民年金担当者研修会
（5月、６月実施）

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・広報誌への公的年金関係記事掲載
依頼（市町村）

・市町村国民年金担当者研修会
（6月実施）

・市町村国民年金担当者研修会
（6月実施）

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・市町村国民年金担当者研修会
（6月実施）

年金セミナー
事業

・年金セミナー
聖園学園短期大学
秋田栄養短期大学

・20歳到達者へのオンライン説明
会

・年金制度説明会の実施
社会保険委員会支部研修会

・年金セミナー実施依頼
（6月実施）

・年金セミナー
秋田県立衛生看護学院

地域相談事業

・ハローワークでの雇用保険制度説
明会への参加

・出張年金相談開催
能代市（毎週1回）
鹿角市（毎週1回）
大館市（毎週1回）

・出張年金相談
横手市
湯沢市

・ハローワークの雇用保険制度説明
会に参加
（4月は週2回開催、5月以降は週
１回開催）

年金委員
活動支援事業

・地域型年金委員連絡会
（６月17日）

・被保険者30人以上の職域型年金
委員未設置事業所へ推薦依頼文書
送付

・地域型年金委員広報誌「支えあい
37号」発行

・地域型年金委員連絡会
（６月17日）

・地域型年金委員地区連絡会
（６月17日）

・被保険者50人以上の職域型年金
委員未設置事業所へ推薦依頼文書
送付

・地域型年金委員連絡会
（６月17日）

～


